
古都飛鳥の保存とその歴史的意義《年表編》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辰巳　俊輔

凡　例
　１．本稿は近刊予定の「古都飛鳥の保存とその歴史的意義」の年表編である。
　２． 掲載範囲は明治時代から現在までの期間、遺跡保護や飛鳥保存運動等に関連する事項を

対象としている。
　３．本年表は『明日香法制定 40周年記念資料集』に掲載した年表に加筆・修正を行った。
　４． 本年表を作成するにあたり、国土交通省都市局公園緑地・景観課、国土交通省近畿地方

整備局国営飛鳥歴史公園事務所、一般財団法人公園財団飛鳥管理センター、奈良県総務
部知事公室南部東部振興課、奈良県水循環・森林・景観環境部景観自然・環境課、公益
財団法人古都飛鳥保存財団、南都明日香ふれあいセンター犬養万葉記念館、明日香村役
場総合政策課をはじめ、多くの方々よりご教示・ご指導を賜った。ここに記して感謝の
意を表します。
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